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さし木による速成桑園の技術確立試験

（1）造成法および仕立収穫法について

菊　池　宏　司・及　川　直　人

（岩手県蚕試）

1．■ま　え　が　き

従来の桑園形態では，安定した桑菓生産量を得るに

は4－5年を要し，さらに投下資本の回収には長期間

をかけなければならない。このように農家の収入とし

て手もとに入るまでの期間が長いことは，ともすれば

桑園管理をはじめとして重森経営に対する意欲の減退

を招き，円滑な運営を妨げる場合も少なくない。また，

新規に養蚕を始めようとする場合にもその回転年数の

長さから，相当長期の見通しに確信を持たなければな

らず，容易に着手することができない。

そこで早期にしかも多量の桑葉を収礫できる速成桑

園の形態については昭和40年に研究を開始し，今ま

での試験結果より経営的な有利性もほぼ明らかにされ

た。

本稿においてはその造成方法と仕立収穫法の面をと

りまとめ発表する。

2．試．験　方　法

さし床の造成およびさし穂調製は，育苗としての「桑

の古粂マルチングさし末法」に準じ，圃場に1m間隔

に幅1m，高さ10C椚程度の床を作り，これにポリェ

チレンを密着被覆し，15（璃程度の剣特の古条を10a

当り5，000・－20．OUD本をさし木した。
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くさし木間隔は15．000本／10aの場合）

施肥は10a当り基肥として堆肥1500Kク，過りん酸

石灰44～d dKタ，追肥として尿素44～d d晦，塩

化加里20～50喝を施用した。ポリェチレンは厚さ

0．02及忍，幅155の花の透明のものを用いた。さし穂採

取は4月中旬～5月上旬，さし穂調製およびさし木は

5月上旬～中旬に行なった。収穫方法は，春蚕期基部

伐採，初秋蚕期には栽植密度により良枝1～5本残し

間引収穫，あるいは基部より80仇を残し中間伐採し

た。晩秋蚕期には春切桑園では80～100（Ⅶ残し中

間伐採夏切桑園では緑葉5枚残し中間伐採収穫とした。

5．試．験　結　果

1．さし木密度について

a当り750未から2，000木まで7区を設けさし木

間隔について換討した結果，1．日5本さしのものが最

も多い収葉量をあげることができ，さし木1年臼でa

当り120晦の正葉量を得た。活着率はさし木密度によ

る差はほとんどなく，98痴以上であった。また一定

面稲に1司様の本数をさし木した場合には株間を15（初

より20（Ⅵにしたほうが収量は多くなった。

第1表　さし木間隔が収穫量に及ぼす影響（1年臼）

区　　 別 a 当 り

さ し木

本 数

活 着 率 成酋 率

a 当 り

収 集 量睦 問 株 間

（7花 （Ⅶ 本 痴 痴 晦

2 0 15 t 砧 5 9 8 8 8 120

20 20 t 25 0 9 （～ 8 8 8 8

5 0 10 2，0 00 9 6 8 1 10 4

5 0 15 t 5 52 1 00 88 9 5

5 0 2 0 t OOO 9 7 9 1 7 8

4 0 15 99 9 10 0 9 0 7 0

4 0 20 750 100 9 4 ‘9
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以上のことから，1m幅の瞳にd列さしとし，挟間

は20（湖として，10a当り15．000太をさし木する型式

が適当であると考えられる（第1表）。

2．施肥量について

造成1年と＝こ尿素44Kダ（刊20Kダ），過りん酸石

灰44Ky（P2057・5Kグ），塩化加里20Kク（K2012Xダ）

を施した区と比べ，その50帝を増した場合は，収集

量は1年昌で4～9痴多く，2年目は10～19痴多

かったことから，造成当年臼より完成桑園なみの施肥

量を施すことがよいと思われる。

5．整芽について

さし木当年に10a当り15．000本さしの感場は，

造成当年の活着後に1芽に整芽し声場合には，無整芽

より28肇の収量増となり，10a当り“50本さしで

は逆に無整芽のほうが収量が多かった。また，2年目

の春切圃場では10a当り　750～tdd5本さしの範囲

では，いずれも1芽仕立より2芽仕立としたほうが14

～55多収量が多かった0　また10a当り5，000本，山40

本，15．000太さしの春切圃場をそれぞれ2芽，4芽，

無整芽とした場合には大差のない収量であった。この

ことから10a当り15．000本さしの圃場では1年目は

1芽に整芽，2年日以後の春切圃場では2芽に磐芽し，

また10a当りのさし木本数が少なくなるに従い発条

数を多くすることがよいと思われる。

4．すそ上りについて

本法は極端な密植となるので，夏秋期に枝条が繁茂

するにつれてすそ上りが大きくなる傾向であるが，50

の花程度棟上げすることによりすそ上りを小さくするこ

とができ，また株当りの枝粂長も長くなり，収量も増

加した。

5．収穫法について

収倭方法が樹勢に及ぼす影響も極端な密植浅梅であ

り，株当りの枝条数も少ないことから大きいと思われ

るので，それらについて試験したが，夏秋の収穫はそ

の時期が早いほど翌年の収量は少なくなり，また夏切

桑園は麦秋収饉桑園より翌年の収量は減じその影響は

大きかった（第2表）。

第2表　前年の収穫方法が翌年の収穫量に及ぼす影響 （a当り粂桑収穫量軸）

区　　　　　　 別 】 前　 年

収 穫 量

翌　　 年　　 収　　 摩　　 量 2 カ年 合 計

収 穫 量前 年収 穫時 期 さ し木 本 数 春 初　　 秋 晩　 秋 計

初 秋

初 ．晩 秋

晩 秋

本

t D O O

ノダ

ク

1 5 5．5

（8 4 ）

2 4 0．0

（1 0 0 ）

2 0 9．4

（8 7 ）

1 9 7．5

2 2 5．7

2 8 7．8

4 5．1

7 1．7

9 9．8

2 4 0．4

（8 1 ）

2 9 7．4

（1 0 0 ）

5 8 7．8

（1 2 4 ）

5 9 5．7

（7 5 ）

5 5 7．4

（1 0 0 ）

5 7 7．0

（1 D 7 ）

春 ．晩 秋

初 ・晩 秋

1 2 5 0

ク

2 5 5．2

（9 5 ）

2 4 7．0

（1 0 0 ）

1 4 8．5

1 8 9．2

1 2 9．7

1 8 4．5

2 7 8．D

（7 9 ）

5 5 5．7

（1 0 0 ）

5 1 5．2

（8 5 ）

8 0 0．7

（1 0 0 ）

8．年次別桑収度量について

10a当り15．000本さしの速成桑園と　555本椎の

普通桑園と比べると，4カ年間の合計収集量で速成桑

園は70弱の増収となった。また，速成桑園は造成1

年目で10a当り収葉量780隠　2年目以降は毎年

1，800～2，100Ⅹクの収粟量を得た（第5表）○

なお，本法によって造成した桑園の維持年限は不明

であるが，現在5年日のものが健在である0
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第5表　速成桑園と普通桑園の年次別桑収穫量　　　　　　　　　　　（10a当り全芽葉Kg）

区 別　　 項 目 10 a 当 り哉植 本 数 1 年 目 2　年 目 5　年 日 4　年 日 4 カ年 合計

速 成 桑 園

密 さ し

疎 さ し

5 本 疎 さ し

本

1 5．0 0 0

8．8 8 4

5．0 0 0

7 8 0 乙1 5 2 2．1 1 9 t 5 9 7 8．8 2 8

（4 占7 ） （2 1 4 ） （1 5 1 ） （1 4 2 ） （1 7 0 ）

5 4 1 t 9 2 2 1 7 5 0 吊 0 8 5．8 0 1

（5 2 4 ） （1 9 5 ） （1 0 7 ） （1 4 5 ） （1 4 8 ）

5 1 4 1．8 5 2 t 5 8 4 t d 0 1 5．5 5 1

（5 0 8 ） （1 8 8 ） （9 8 ） （1 4 5 ） （1 4 2 ）

普 通桑 園

密　 植

普 通 植

9 2 占

5 5 5

2 1 9 1 1 7 9 1，占7 （； 1 1 8 0 4，2 5 4

（1 5 1 ） （1 1 8 ） （1 0 5 ） （1 0 5 ） （1 0 9 ）

1 8 7 9 9 7 1 8 2 5 1．1 2 1 5．9 0 8

（1 0 0 ） （1 0 0 ） （1 0 0 ） （1 0 0 ） （1 0 0 ）

注．（）内は普通椎を100とした指数

4．あ　と　が　き

以上の試験結果より，本法によって桑園を造成した

場合には10a当り造成当年40～d OKク，2年日以降

100～120晦の蕗生産が可能な桑葉が確保できるこ

とが明らかにされた。

今後はさらに，造成，管理，収痙法などの換討を重

ね，省力的で高能率な桑園の技術体系を確立したい。

さし木による速成桑園の技術確立試験

（2）速成桑園の経済性について

河端常信・大塚應己

（岩手県蚕試）

1．ま　え　が　き

早期多収榛桑園の造成と投下資本の早期回収をめざ

して，桑古粂マルチングさし木法による速成桑園の研

究がとりあげられ，桑園の造成・管理・収穫法，速成

桑の蚕への飼料価値，作業労働時間などの点について

試験が進められている。ここでは速成桑園の造成当年

から5年目までの技術成果をもとに経済性について検

討したのでその概要を報告する。

2．試．験　方　法

昭和42年に既設桑園10aを抜板番地し，古条マ

ルチングさし末法に準じて17乃間隔にさし床を作った。

瞳の方向は南北とした。さし床掘り，覆土は耕運機を

使用し機械使用ができない作業は人力によった。施肥

は堆肥1．500晦，片倉徳用肥料240Ⅹタを基肥とし追

肥は行なわなかった。さし穂には前年春切し夏秋期に

中間伐採した剣縛の枝条を用い，4月12日採取して

地下室に貯蔵し，5月9日～15日に枝粂基部より5

太を採取調製し5月15日にさし木した。さし木本数

は10a当り15．000本である。さし木当年目の晩秋

蚕期には5枚以上着菜させて約40cmと17乃残粂伐採

区とに2分割して収穫し蚕児飼育に供用した。2年日

以後は1春1夏2分割輪収法により収穫している。

蚕児飼育については1～5令期を空調蚕室で標準青

を実施した5眠時に畳外7アイロン・′、ウス（星根カ


